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論文の内容の要旨
　本研究は，黒海のトルコ国領域内の流域に焦点をあて，当該流域内の杜会経済活動に起因する水質汚濁原
因物質（COD，総リン，総窒素等。以下，汚濁物質）を制御するための環境政策をシミュレーション・モ
デルにより分析して評価し，提案したものである。
　まず，黒海流域の社会経済的，自然地理的特性および本研究の背景，方法論および関連する既存研究につ
いてサーベイを行っている。黒海の水質汚染の主要原因が，農業生産活動，未処理生活廃水および産業排水
にあること，信頼できる情報が不足し．有効な政策を実施することが技術的にも政治的にも不可能であるこ
とが問題の背景にあることを明らかにした。また，黒海は，国際海域であり，漁業資源も豊富であり，一端
汚染されると自然浄化を期待することが難しく，またその影響も国際的に多くの国に及ぶことが特徴であり，
これらのことが本研究の動機となっている。
　次に，黒海の流域全体から負荷される汚濁物質の総量を推定し，流域全体の約10％（総懸濁固形物1・
TSS）から60％（総リン：TP）の汚濁物質を発生しているトルコ国内流域での社会経済活動に基づく汚濁
負荷スキームを明らかにした。社会経済活動および汚濁物質負荷に関する利用可能な信頼すべきデータが，
特に東欧諾国について乏しいため，トルコ国内流域を他の黒海流域を代表する流域として位置づけ，他の国
内流域に応用可能な必要最小隈の構造式で構成される汎用的なシミュレーション・モデルを構築することを
意図した。開発したシミュレーション・モデルは，まず第一に，流域内の社会経済活動と黒海への汚濁物質
負荷総量との問の関係を記述することに焦点をあてて特定化し，構築した。次に，このモデルは汚濁負荷
削減シナリオと流域内の域内総生産（GRP）の最適な成長経路とを両立させる水質改善のための交代的政策
手段への財政支出の動学的パターンを見極め，さらに黒海流域全体に占める汚濁負荷割合が高いTNおよび
TPを削減するために導入される畜産業に対する汚濁物質除去技術と産業排水の第3次処理技術の効果を総
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合的に評価することが可能なモデルとなっている。
　基本ケース（シナリオ1）として，現況の環境政策に基づく将来の汚濁負荷スキームの動態がシミュレー
ションにより推定され，これとの比較でいくつか設定された政策シナリ才がもたらす変化およびその効果が
評価される。生活廃水および産業排水対策のための投資が内生化され，その他の投資は現況に基づくトレン
ドで推移する政策シナリオ2，畜産業からのTPおよびTNの総負荷削減を優先するシナリオ3が設定され，
これらのシナリオ実現のための政策フレームについても検討がなされた。
　シナリオ1のシミュレーション結果は，CODおよびBODについてバカン＝ブユクンガー（2000）の先
行研究等の結果と類似しており，また唯一の信頼できる公式データとして引用されることが多いトルコ環境
省が行った汚染物質負荷モニタリング結果とも類似しており，これドより開発されたシミュレーション・モ
デルの妥当性が実証された。
　シミュレーションにより，おもな汚濁負荷原因は，生活廃水と畜産であり，現在実施されている環境政策
によっては汚濁物質を将来にわたって削減することは不可能である．ζとを明らかにし，以下のような，より
対費用効果の高い環境政策を実施することを提言した。
　すなわち，生活廃水対策が最も重要であり，10万人以上の大都市では窒素除去を目的とする第3次処理
を促進すること，流入河川の河口での直接除去を促進すること，中央政府の予算では不十分であるので地方
政府に目的税を導入すること。さらに，施肥基準を設定し，普及すること。近代的な効率的畜産業の形態が
汚濁物質負荷の原因であり，粗放的な畜産業のありかたを検討する…と，農地への畜産廃棄物投入を制御す
るための基準を整備すること・都市部における零細製造業を工業畔などに移転し・排水規制を強化するこ
と等である。
審査の結果の要旨
　本研究は，現在トルコ国内で実施されている政策シナリオに代表される一律で一様な環境対策は経済的に
非効率であり，水質改善効果を考えても非効率であり，かつ実際的でないことを明らかにし，自然地理的，
杜会経済的特性を反映した社会経済活動と汚濁物質負荷スキームとの関わりを見極め，総合的な環境政策に
よって最も効率的，効果的に水質改善を図ることの必要性を明らかにした。本研究によって開発されたシミュ
レーション・モデルはそのような総合的環境政策評価支援ツールとして有効であることが示された。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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